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　第 3回定例会の一般質問は 9月
22 日に行われ、3名の議員が村政
全般にわたり質問しました。
　質問項目は右記のとおりです。次
ページよりやり取りの一部を抜粋
して紹介します。
　詳細な内容については会議録の
公表をお待ちください。

一般質問一般質問
諸
もろおか

岡  正
まさあき

明  議員　所属：総務経済委員会
　○県道上新田木原線大山地先の整備について
　○美浦村教育振興基本計画について
　○みほふれ愛プラザ前三叉路交差点
　　MihoVisionへ「美浦のとき」（時計）の表示を

林
はやし

 　昌
しょうこ

子  議員　所属：総務経済委員会
　○子宮頸がん撲滅への取り組みについて
　○太陽光発電施設の適正な設置・管理について
　○地域公共交通計画について

松
まつむら

村  広
ひ ろ し

志  議員　所属：厚生文教委員会
　○視覚障がい者向けスマホアプリについて
　○耳で聴くハザードマップについて
　〇孤独・孤立対策推進について
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岡　正
ま さ あ き

明
議 員

　
　
　
（
村
長
）
茨
城
県
は
計
画

的
に
整
備
中
で
あ
る
。
村
と
し
て

要
望
し
て
い
る
が
、
議
会
に
お
い

て
要
望
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方

策
に
つ
な
が
る
。

　
　
　
美
浦
村
民
は
じ
め
多
く
の

方
に
好
評
を
得
て
い
る
Ｍ
ｉ
ｈ
ｏ

Ⅴ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
へ
美
浦
の
歩
み
を

刻
む
「
美
浦
の
と
き
」
時
計
の
表

示
を
検
討
願
う
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）
今
後
は
時

計
表
示
も
含
め
、
Ｍ
ｉ
ｈ
ｏ
Ⅴ
ｉ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
を
住
民
等
へ
の
情
報
発

信
ば
か
り
で
な
く
、
美
浦
村
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
本
村
教
育
の
未
来
に

と
っ
て
重
要
な
計
画
で
あ
る
「
美

浦
村
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　
　
　
県
道
上
新
田
木
原
線
大
山

地
先
の
整
備
が
旧
態
依
然
の
状
態

で
ス
ト
ッ
プ
し
、
幅
員
も
狭
く
、

歩
道
も
な
い
状
況
で
あ
る
。
地
域

住
民
は
じ
め
村
外
よ
り
訪
れ
る
方

の
利
便
性
の
向
上
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
、
安
中
地
区
地
域
振
興
を

図
る
た
め
に
も
、
本
路
線
の
整
備

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）「
県
道

上
新
田
木
原
線
大
山
地
区
狭
小
箇

所
解
消
の
事
業
化
」
の
要
望
書
を

本
年
６
月
１
日
付
け
で
茨
城
県
議

会
土
木
企
業
立
地
推
進
委
員
会
へ
、

県
政
に
対
す
る
要
望
書
も
本
年
７

月
３
日
付
け
で
関
係
機
関
へ
提
出

し
た
。
今
後
も
早
期
事
業
化
に
向

け
、
茨
城
県
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

質
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水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
も
「
内
容
を
確
認
す
る
の

が
難
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

水
防
法
対
応
の
ア
プ
リ
に
つ
い
て

意
向
を
問
う
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）
い
ま

の
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
の
活
用

も
促
し
な
が
ら
、
新
た
に
利
用
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
は
地
方
公
共
団
体
の
責

務
と
し
て
、
理
解
の
増
進
や
相
談

支
援
、
人
材
確
保
な
ど
の
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
村
の
対
応

を
問
う
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
当
該

法
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
国
の

動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
理
念
に
則
り

質
問
を
行
う
。

　
視
覚
障
が
い
者
か

ら
、
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
利
用

時
の
使
い
や
す
さ
を
求
め
る
声
が

あ
る
。
近
年
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス

す
る
際
に
便
利
な
音
声
に
よ
る
Ｗ

ｅ
ｂ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
始
ま
っ

て
い
る
。
本
村
の
意
向
は
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）
す
べ
て
の

人
が
Ｗ
ｅ
ｂ
の
情
報
を
利
用
で
き

る
よ
う
努
め
、
さ
ら
に
研
究
・
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
県
で
は
施
設
の
適
正
な
設

置
と
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
施
行
し
て
い
る
。

①
出
力
50
ｋ
ｗ
未
満
施
設
の
苦
情

件
数
は
。

②
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
は
。

　
　
　
（
経
済
建
設
部
長
）

①
施
設
関
係
の
苦
情
・
相
談
件
数

は
40
件
。

②
環
境
省
作
成
の「
太
陽
光
発
電
の

環
境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
計
画
策
定
状
況
は
。

　
　
　
（
総
務
部
長
）
現
在
は
策

定
し
て
い
な
い
が
、
実
現
可
能
な

計
画
策
定
は
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
（
村
長
）
地
域
公
共
交
通

会
議
を
招
集
し
、
良
い
方
向
性
の

も
の
を
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。
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独
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林
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しょうこ

子
議 員

松
まつむら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

  　
　
毎
年
１
万
人
以
上
が
罹
患

し
、約
２
，９
０
０
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

対
象
者
が
無
料
で
接
種
で
き
る
期

間
が
令
和
６
年
度
に
終
了
す
る
。

①
対
象
者
人
数
と
接
種
率
は
。

②
16
歳
～
27
歳
相
当
へ
の
最
終
期

限
の
お
知
ら
せ
通
知
は
。

　
　
　
（
保
健
福
祉
部
長
）

①
定
期
接
種
対
象
者
２
１
３
名
。

１
回
接
種
６・
１
０
％
、
２
回

接
種
５・
１
６
％
。、
３
回
接
種

３・
２
９
％
。キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
対
象
者
６
０
６
名
。
１
回

接
種
２
５・
４
１
％
、
２
回
接

種
２
１・
２
１
％
、
３
回
接
種

１
５・
３
８
％
。

②
令
和
６
年
度
初
頭
に
発
送
す
る
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
切

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
切

な
設
置
・
管
理
に
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て

な
設
置
・
管
理
に
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て
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視
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ス
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ザ
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ザ
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に
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に
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弁




